
































機械工学科卒
環境エネルギー研究科 1年

ひろ なおこ ゆみ
理学部生物学科 3年

Q6. 専攻分野の魅力は？

Q1. 専攻分野や学部学科を選んだ理由は？

ちひろ：小さい頃から生物が好きで、生き物の仕組みや行動そのものに興
味がありました！そこで、生物学を応用した医学や農学ではなくて、様々
な観点から幅広く生物学を学べる理学部生物学科を選びました。

なおこ：機械工学科を選んだのは、目に見えて人の役に立つことができる
ような分野だと考えたからです。

ゆみ：中高のころから化学が好きだったので、将来もそれに関わる仕事が
したいと思ったからです。その中でも、医薬品や化粧品の開発などに興味
があったので応用化学科を選びました。

理系の女子大学生と一言でいっても、学んでいる分野は様々です。そこで、専攻分野
の違う凛メンバー 3人に専攻分野について話を聞いてみました！

Q5. 週何コマくらい授業がある？やっぱり忙しい？

Q4. 卒業生の進路は傾向があったりするの？

Q3. 専門分野では具体的にどんな授業を受けているの？

Q2. 一番面白かった授業は何だった？

理工学部応用化学科 2年

ちひろ：平均して週 11 コマくらいです。専門科目が集中していて、
学園祭があった 2 年生後期は特に忙しかったです。3 年生からは不定
期に集中して実習（実験）があるのでその時期は忙しいです。バイト
やサークルをしているので、結局通年で忙しいです ( 笑 )

なおこ：1, 2 年生は高校と同じくらいコマ数ありました。わずかな空
きコマや夜もレポートを書くのに充てていました。1 年生のある日は
一限から六限まで授業があり、そのときは本当に大変でした。3,4 年
生は単位をほとんど取りきるので 1，2 年次と比べてそこまで忙しく
はないです。

ゆみ：1 年生は必修科目が多くて週に 14 コマ程度ありました。2 年生
は週に 10~13 コマです。アルバイトも週に 2 日ほどしていて、勉強
との両立も問題なくできています。どの時期が忙しいとかは特にない
ですが、毎週レポートがでるのでいつも暇ってわけではないです。

ちひろ：学部卒では教師・SE やその他総合職、一般職になる人が多
いらしいです。公務員になる人も一定数いると思います。学部卒では
研究・開発職に就くことはかなり難しいけど、院進すれば食品などの
研究・開発職に就くこともできます。

なおこ：メーカーが一番多いです。ほとんどどの業界で機械が関わっ
ているのでとても幅広いです。メーカー以外では鉄道や航空といった
業界が人気です。また、専門分野にとらわれず、コンサル、IT 業界に
進む方もいます。

ゆみ：私の所属している学科からは化学メーカ―、製薬会社、食品会
社などへの就職が多いです。大学の教授になる人もちらほらいます。
他の学科は分野にもよるけど IT 企業や銀行などに就職している人も
いるらしいです。

ちひろ：進化・系統・生態・遺伝・生化学・生物物理 ... など、動物・植物・・
にわたって幅広く様々な授業があります。１～３年生で基礎的な知識や
実験操作を固め、３年生からは徐々に自分たちで実験方法などを考える
実習が増えていきます。

なおこ：機械学科だとだいたい４力 ( 材料力学、流体力学、熱力学、機
械力学 )、設計、実験実習の 3 つに振り分けられ低学年でこれらを学び、
研究室に配属前後で研究室に関連するより専門的な授業を取ります。例
えば、医療工学の研究室なら医療工学で、他には人間工学、宇宙工学、
制御工学などがあります。

ゆみ：今は有機化学、無機化学、物理化学など、様々な化学の基礎を勉
強しています。他にも実験に活かせる Excel の使い方（グラフの体裁の
整え方やプログラミング）なども勉強しています。また化学実験も週に
1回あって、毎週実験レポートを提出しています。

ちひろ：発生生物学実習です。他の実習では、あらかじめ設定され
た実験区・実験方法で実験をするけど、この実習では自分たちで実
験方法や仮説を組み立て、仮説を検証しました。ヒトデの受精機構
を通じて、研究の一連の流れを自分たちで行うことができたので、
とても勉強になったし、楽しかったです。

なおこ：工作実習です。2 年生から旋盤、フライス、3D プリンター
などを習い、金属のサイコロを作ったりしました。中でも印象に残っ
ているのはチームでスターリングエンジンを一から作ったことです。

ゆみ：マテリアルデザインという授業です。スマートフォンや電車
など身近なものにどのような化学技術が生かされているのかについ
て勉強しました。身近なものについてだからこそ化学の凄さを実感
し、非常に興味深かったです。

ちひろ：生物学は、食・医療・環境など、展望が広く見込める分野です。
まだ分かっていないことが多いのも魅力的な点だと思います。生き物の
振る舞いはとても面白いし、染色した細胞などはとてもきれいなので見
ているだけでも楽しいです！

なおこ：実験や実習が多いことです。座学で学んだことが実際に実験や
実習を通して考察できるところなど魅力に感じます。アピールポイント
として就職率が高いです！

ゆみ：化学はものすごく幅広い分野であり、多くの部分に生かすことが
できるというところに魅力を感じています。化学を学ぶことで、如何に
私たちが化学技術の恩恵を受けているかを実感できます。笑　あと女子
率が他の分野に比べて大分高いので心強いです！

特集！理系女子大生にQ&A
















